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１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

 全国学力・学習状況調査は、以下①・②の取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立

することを目的として実施されています。 

 

 

 

（２）調査の対象 

 

 

 

（３）調査の方式 

 全国学力・学習状況調査の方式は「悉皆（しっかい）調査」です。 

 

 

 

（４）調査の内容 

①教科に関する調査（テスト） 

令和６年度は、国語と算数（小学校６年生）又は数学（中学校３年生）のテストが行われました。 

②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査（アンケート） 

児童・生徒一人ひとりを対象とした調査と、各小・中学校を対象とした調査の２種類が行われました。 

 

 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

・学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等

に関する調査 

・指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備

の状況等に関する調査 

① 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把

握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

② 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

・小学校６年生、義務教育学校前期課程６年生、特別支援学校小学部６年生 

・中学校３年生、義務教育学校後期課程３年生、中等教育学校３年生、特別支援学校中学部３年生 

※ いずれの学年においても、全ての児童・生徒が対象です。 

悉皆調査は「全数調査」などともいわれ、集まったデータ全てをもれなく分析する調査のことです。

（反対に、集まったデータの一部を抜き出して分析する調査は「標本調査」などといわれます。） 
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（５）調査実施日 

令和６年４月１８日（木） 

（６）調査を受けた児童・生徒数 

 

単位(人) 
小学校６年生 中学校３年生 

国語 算数 国語 数学 

恵庭市 551  552  568  569  
全道(公立) 34,531  34,531  33,614  33,598  
全国(公立) 947,364  947,579  875,574  875,952  

 ※当日の参加人数     

 

（７）調査の解釈にあたって留意いただきたいこと 

本調査は、幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的に実施していますが、本年度に

調査した教科は２教科のみであり、設問の内容も学習内容全てを網羅しているとは限りません。したがっ

て、調査の結果から分かるのは、児童生徒が身に付けるべき学力の特定の一部分や、学校におけ

る教育活動の一側面に過ぎないことに十分ご留意ください。 

（８）調査結果の掲載方法 

 「教科に関する調査（テスト）」の結果については、次のような方法で表示しています。 

①教科ごとの平均正答率（％） 

 恵庭市の平均正答率は、全道・全国平均正答率との比較とし

て、「記号」や「文言」で表します。 

全国・全道平均との 
比較（ポイント差） 

記号 文言 

 +5.0 以上 △ 上回る 

+2.0～+4.9 ◇ やや上回る 

-1.9～+1.9 ≒ ほぼ同程度 

-4.9～-2.0 ◆ やや下回る 

-5.0 以下 ▼ 下回る 

 

恵庭市における「教科に関する調

査」の平均正答率の数値について

は、他市町村との単純比較や序列化

などに結びつき、調査の目的を損な

いかねないとの考えから、公表して

いません。 

 同様の理由により、市内小・中学

校ごとの結果数値についても公表し

ていません。 
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②教科の具体的な領域や設問ごとの（平均）正答率（％） 

 ①のような全道・全国平均との比較形式のほか、市の（平均）正

答率についても「記号」や「文言」で表します。 

市の（平均）正答率 記号 文言 

 80%以上 ◎ 相当できている 

60%～79% ○  

50%～59% ●  

49%以下 ・ 課題がある 

※教科の領域ごとの結果では「平均正答率」、個々の設

問の結果では「正答率」を表します。 

 

（９）調査問題・質問内容および国・北海道の調査結果報告書について 

 調査問題とその正答例、解説資料及び質問紙調査の内容については、文部科学省の所管する国立教育政策

研究所のウェブサイトの下記のアドレスから、ＰＤＦ形式でダウンロードすることができます。 

 

 

 また、国（文部科学省・国立教育政策研究所）としての調査結果報告書についても、同様にダウンロード

することができます。 

 

 北海道教育委員会としての調査結果報告書については、下記のアドレスから、ＰＤＦ形式でダウンロード

することができます。 

 

 

※上記に記載したウェブサイトのアドレスは、いずれも令和 7年 1月現在のものです。 

 

 

・令和 6 年度 全国学力・学習状況調査の調査問題・正答例・解説資料について 

⇒ https://www.nier.go.jp/24chousa/24chousa.htm 

・調査結果報告書（国） ⇒ http://www.nier.go.jp/24chousakekkahoukoku/  

・調査結果報告書（北海道） 

 ⇒ http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gks/204072.html 

「教科に関する調査（テス

ト）」の結果と異なり、「生

活習慣や学習環境等に関する

質問紙調査（アンケート）」

の結果については、恵庭市の

回答率をそのまま表示してい

ます。 



- 4 - 

２ 「教科に関する調査」調査結果 

（１）小･中学校各教科平均正答率の状況 

 

令和６年度の恵庭市平均正答率について  

・全国平均については、小学校 6 年生の算数でやや下回った。そのほかのポイント差は、ほぼ同程度と

なった。 

・全道平均については、すべて、ほぼ同程度となった。 

・平成 26 年度以降、全国平均との差が±5 ポイント以内と、大きな差が見られない状況が続いてい

る。 

＊令和６年度 恵庭市小・中学校の各教科別平均正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科

恵庭市
（国と比較）

全国平均

（公立）

恵庭市
（道と比較）

全道平均

（公立）

教科

恵庭市
（国と比較）

恵庭市
（道と比較）

中　学　校　３　年　生

平　均　正　答　率

67.7%

≒

≒

58.1%

≒

国語 算数 国語 数学

≒ ◆

63.4%

≒

小　学　校　６　年　生

R6
(今回)

R5
(前回)

※参考

算数 国語 数学

57.6%

≒

52.5%

≒

51.0%66.8% 60.6%

≒

≒

◆

≒

≒

◇

◆

≒

国語

記号の意味 比較先よりも平均正答率が…△上回る　　◇やや上回る　　≒ほぼ同程度　　◆やや下回る　　▼下回る
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（２）教科別調査結果の詳細 

① 小学校 国語                      解答時間４５分・設問数１４問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊小学校国語 分野別（領域・問題形式別）平均正答率の状況 

 

 

 

恵庭市

国と比較

全国(公立)

道と比較

全道(公立)

前回実施

国と比較

道と比較

記述式問題

≒

70.4%

≒

選択式問題 短答式問題 記述式問題

○ ○ ○○ ○

≒

情報の扱い方に

関する事項

◎

◆

86.9%

≒

86.3%

情報の扱い方に

関する事項

読むこと
言葉の特徴や

使い方に関する

事項

70.7%

≒

68.4%

◆

67.4%

≒

◆

◇

◇

R6

R5
(前回)
※参考

話すこと
聞くこと

書くこと

●

≒

59.8%

≒

58.3%

○

◆ ≒

59.7%

≒

58.9%

64.4%

≒

≒

◆

◇

≒

◇

≒

◇

≒

≒

≒ ≒

≒

我が国の言語文

化に関する事項

○

◇

74.6%

◇

74.3%

我が国の言語文

化に関する事項

問題形式別正答率領域別正答率

話すこと
聞くこと

書くこと 読むこと
言葉の特徴や

使い方に関する

事項

選択式問題 短答式問題

64.6%

≒

64.2%63.3%

≒

69.9%

≒

68.9%

 

・各領域等の平均正答率は、「我が国の言語文化に関する事項」は全国の平均正答率よりやや高く、

「書くこと」「情報の扱い方に関する事項」についてはやや下回った。全道の平均正答率と比較して

も、「書くこと」についてはやや下回った。 

・問題形式別では、昨年度記述式の設問に課題が見られたが、今回については一部無回答の比率が高い

ものの、正答率としては全国、全道の平均正答率とほぼ同程度となっている。 

記号の意味
恵庭市の正答率が…　◎80％以上　　○60％～79％　　●50％～59％　　・49％以下

比較先よりも平均正答率が…△上回る　　◇やや上回る　　≒ほぼ同程度　　◆やや下回る　　▼下回る

＊全国平均正答率を１００とした時の恵庭市

平均正答率（レーダーチャート） 
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＊正答数の分布状況（横軸：正答数、縦軸：児童全体に占める割合） 

 

＊恵庭市における設問別結果の概要 

 

＊主な設問別結果一覧 

 

 

話すこと・聞くこと 0 / 3問 選択式問題 0 / 10問

書くこと 0 / 2問 短答式問題 1 / 2問

読むこと 0 / 3問 記述式問題 0 / 2問

言葉の特徴や使い方 1 / 4問

情報の扱い方 0 / 1問

我が国の言語文化 0 / 1問

話すこと・聞くこと 1 / 3問 選択式問題 3 / 10問

書くこと 2 / 2問 短答式問題 0 / 2問

読むこと 1 / 3問 記述式問題 1 / 2問

言葉の特徴や使い方 0 / 4問

情報の扱い方 0 / 1問

我が国の言語文化 0 / 1問

話すこと・聞くこと 0 / 3問 選択式問題 0 / 10問

書くこと 0 / 2問 短答式問題 1 / 2問

読むこと 0 / 3問 記述式問題 1 / 2問

言葉の特徴や使い方 1 / 4問

情報の扱い方 0 / 1問

我が国の言語文化 1 / 1問

全国の正答率を
３ﾎﾟｲﾝﾄ以上下回った設問

2問

4問

全１４問中 （領域別内訳） （形式別内訳）

全国の正答率を
３ﾎﾟｲﾝﾄ以上上回った設問

1問

無解答率が
10％以上の設問

正答率 比較 正答率 比較

言葉の特徴や使い方

に関する事項

短

答 ・ 43.4% ◇ 43.7% ◇

10.7% 13.2% -2.5 13.5% -2.8

全国(公立) 全道(公立)設問

番号
設問の概要 出題の趣旨

分野(学習指導要領

上の「領域」等)

形

式

恵庭市

正答率

★恵庭市の正答率が全国の正答率を３ポイント以上上回った設問

２三ア

【高山さんの文章】の

下線部アを、漢字を

使って書き直す（きょ

うぎ）

学年別漢字配当表に

示されている漢字を

文の中で正しく使う

ことができるかどう

かをみる 無解答率とその比較

記号の意味
恵庭市の正答率が…　◎80％以上　　○60％～79％　　●50％～59％　　・49％以下

比較先よりも平均正答率が…△上回る　　◇やや上回る　　≒ほぼ同程度　　◆やや下回る　　▼下回る
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正答率 比較 正答率 比較

話すこと・聞くこと
選

択 ● 63.8% ◆ 61.7% ◆

0.2% 0.9% -0.7 0.7% -0.5

書くこと
選

択 ○ 80.3% ◆ 79.3% ◆

0.2% 0.9% -0.7 0.7% -0.5

書くこと
記

述 ● 56.6% ◆ 55.5% ◆

6.4% 4.9% 1.5 5.3% 1.1

読むこと
選

択 ○ 66.9% ◆ 66.1% ◆

1.1% 2.6% -1.5 2.1% -1.0

読むこと
記

述 ○ 72.6% ◇ 72.9% ◇

10.2% 12.6% -2.4 12.6% -2.4

全国(公立) 全道(公立)

★恵庭市の正答率が全国の正答率を３ポイント以上下回った設問

１三

オンラインで交流する

場面において、【和田

さんのメモ】がどのよ

うに役に立ったのかを

説明したものとして、

適切なものを選択する 無解答率とその比較

設問

番号
設問の概要 出題の趣旨

分野(学習指導要領

上の「領域」等)

形
式

恵庭市
正答率

目的や意図に応じて、集めた

材料を分類したり関係付けた

りして、伝え合う内容を検討

することができるかどうかを

みる

３二

（１）

「オニグモじいさん」

が「ハエの女の子」に

どのように話すか迷っ

ていると考えられると

ころとして、適切なも

のを選択する 無解答率とその比較

登場人物の相互関係

や心情などについ

て、描写を基に捉え

ることができるかど

うかをみる

★上記以外で、恵庭市の無解答率が１０％以上になった設問

３三

【物語】を読んで、心

に残ったところとその

理由をまとめて書く

人物像や物語の全体

像を具体的に想像し

たり、表現の効果を

考えたりすることが

できるかどうかをみ

る 無解答率とその比較

２一

（１）

高山さんが文章に書く

ことを決めるために、

どのように考えたのか

について説明したもの

として、適切なものを

選択する

目的や意図に応じて、集めた

材料を分類したり関係付けた

りして、伝えたいことを明確

にすることができるかどうか

をみる
無解答率とその比較

２二

【高山さんの文章】の

空欄に入る内容を、

【高山さんの取材メ

モ】を基にして書く

目的や意図に応じて、事実と

感想、意見とを区別して書く

など、自分の考えが伝わるよ

うに書き表し方を工夫するこ

とができるかどうかを

みる 無解答率とその比較

【無解答率とは】 

児童生徒が問題に取り組むのを断念し、何も解答しなかった割合です。その問題がねらい

としている内容を考えたり、書いたりすること自体を「難しい」「手に負えない」と感じて

いることが表れています。したがって、無解答率の高い問題では、解き方や考え方の習熟に

課題があり、指導にいっそうの丁寧さや工夫が求められるといえます。 

記号の意味
恵庭市の正答率が…　◎80％以上　　○60％～79％　　●50％～59％　　・49％以下

比較先よりも平均正答率が…△上回る　　◇やや上回る　　≒ほぼ同程度　　◆やや下回る　　▼下回る
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② 小学校 算数                   解答時間４５分・設問数１6 問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊小学校算数 分野別（領域・問題形式別）平均正答率の状況  

 

 

恵庭市

国と比較

全国(公立)

道と比較

全道(公立)

前回実施

国と比較

道と比較

○

≒

64.7%

R6

・

◆

◆

記述式問題

≒

59.7%

・

51.7%

▼

≒

47.8%

≒

58.8%

○ ●

◆

●

◆

51.0%

≒

問題形式別正答率

48.3%

75.3%

≒

72.9%

62.0%

◆

66.3%

◆

領域別正答率

数と計算

R5
(前回)
※参考

◆

◆

≒

◆

≒

≒

≒

≒

◆

◆

≒

≒

≒

変化と関係図形 データの活用 選択式問題 短答式問題 記述式問題

図形 変化と関係 データの活用 選択式問題 短答式問題

61.8%

○

▼

数と計算

◆

62.5%

66.0%

・各領域等の平均正答率は、全国の平均正答率と比較して、全領域で３ポイント以上下回っている。特

に、「数と計算」「変化と関係」では５ポイント以上、下回っている。 

・正答率が全国より 3 ポイント以上下回った問題は９問あり、「数と計算」については全６問中５問が

下回る結果となっている。全道、全国においても正答率が５０％を下回る問題が複数あるものの、恵

庭市ではそれを更に下回る結果となっており、小学校における算数の基礎学力定着は重要な課題であ

る。 

記号の意味
恵庭市の正答率が…　◎80％以上　　○60％～79％　　●50％～59％　　・49％以下

比較先よりも平均正答率が…△上回る　　◇やや上回る　　≒ほぼ同程度　　◆やや下回る　　▼下回る

＊全国平均正答率を１００とした時の恵庭市

平均正答率（レーダーチャート） 
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＊正答数の分布状況（横軸：正答数、縦軸：児童全体に占める割合） 

 

 

＊恵庭市における設問別結果の概要 

 

＊主な設問別結果一覧 

 

 

数と計算 5 / 6問 選択式問題 2 / 5問

図形 1 / 4問 短答式問題 5 / 7問

変化と関係 2 / 3問 記述式問題 2 / 4問

データの活用 2 / 4問

数と計算 0 / 6問 選択式問題 0 / 5問

図形 1 / 4問 短答式問題 1 / 7問

変化と関係 0 / 4問 記述式問題 1 / 4問

データの活用 1 / 3問

※領域の重複する設問がある。

全国の正答率を
３ﾎﾟｲﾝﾄ以上上回った設問

なし

全国の正答率を
３ﾎﾟｲﾝﾄ以上下回った設問

9問

2問

※領域の重複する設問がある。

全１６問中 （領域別内訳） （形式別内訳）

無解答率が
10％以上の設問

正答率 比較 正答率 比較

数と計算
選

択 ● 62.1% ▼ 57.7% ◆

0.0% 0.2% -0.2 0.1% -0.1

数と計算
記

述 ● 56.9% ◆ 53.8% ≒

1.8% 3.4% -1.6 3.6% -1.8

全国(公立)

★恵庭市の正答率が全国の正答率を３ポイント以上下回った設問

１

（１）

問題場面の数量の関

係を捉え、持ってい

る折り紙の枚数を求

める式を選ぶ

問題場面の数量の関係

を捉え、式に表すこと

ができるかどうかをみ

る
無解答率とその比較

２

（１）

３５０×２＝７００

であることを基に、

３５０×１６の積の

求め方と答えを書く

計算に関して成り立つ

性質を活用して、計算

の仕方を考察し、求め

方と答えを式や言葉を

用いて記述できるかど

うかをみる 無解答率とその比較

全道(公立)設問

番号
設問の概要 出題の趣旨

分野(学習指導要領

上の「領域」等)

形

式

恵庭市

正答率

記号の意味
恵庭市の正答率が…　◎80％以上　　○60％～79％　　●50％～59％　　・49％以下

比較先よりも平均正答率が…△上回る　　◇やや上回る　　≒ほぼ同程度　　◆やや下回る　　▼下回る
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正答率 比較 正答率 比較

数と計算
選

択 ○ 69.1% ▼ 65.5% ◆

0.2% 1.3% -1.1 1.2% -1.0

図形
短

答 ・ 36.5% ▼ 34.3% ◆

10.1% 9.8% 0.3 10.3% -0.2

数と計算
短

答 ○ 70.1% ▼ 63.3% ◆

1.6% 3.1% -1.5 3.7% -2.1

変化と関係
記

述 ・ 31.0% ▼ 26.1% ≒

1.4% 2.4% -1.0 2.4% -1.0

変化と関係
短

答 ・ 54.1% ▼ 48.1% ◆

5.4% 4.6% 0.8 5.1% 0.3

データの活用
短

答 ○ 73.3% ◆ 71.7% ≒

4.0% 3.9% 0.1 4.0% 0.0

数と計算

データの活用

短

答 ・ 49.3% ◆ 46.5% ≒

2.7% 4.0% -1.3 4.1% -1.4

データの活用
記

述 ・ 44.0% ≒ 42.0% ≒

12.0% 12.6% -0.6 13.5% -1.5

５

（４）

示された桜の開花予

想日の求め方を基

に、開花予想日を求

める式を選び、開花

予想日を書く

示された情報を基に、

表から必要な数値を読

み取って式に表し、基

準値を超えるかどうか

を判断できるかどうか

をみる 無解答率とその比較

全国(公立)

★恵庭市の正答率が全国の正答率を３ポイント以上下回った設問

２

（２）

除数が１／１０に

なったときの商の大

きさについて、正し

いものを選ぶ

全道(公立)設問

番号
設問の概要 出題の趣旨

分野(学習指導要領

上の「領域」等)

形
式

恵庭市
正答率

除数が小数である場合

の除法において、除数

と商の大きさの関係に

ついて理解しているか

どうかをみる 無解答率とその比較

５

（２）

示されたデータから、１

９６０年代のＣ市につい

て、開花日が３月だった

年と４月だった年がそれ

ぞれ何回あったかを読み

取り、表に入る数を書く

簡単な二次元の表を読

み取り、必要なデータ

を取り出して、落ちや

重なりがないように分

類整理することができ

るかどうかをみる 無解答率とその比較

３

（３）

直径２２ｃｍのボー

ルがぴったり入る箱

の体積を

求める式を書く

球の直径の長さと立方

体の一辺の長さの関係

を捉え、立方体の体積

の求め方を式に表すこ

とができるかどうかを

みる 無解答率とその比較

４

（４）

家から図書館までの

自転車の速さが分速

何ｍかを書く

速さの意味について理

解しているかどうかを

みる

無解答率とその比較

４

（１）

５４０÷０．６を計

算する

★上記以外で、恵庭市の無解答率が１０％以上になった設問

５

（４）

示された桜の開花予

想日の求め方を基

に、開花予想日を求

める式を選び、開花

予想日を書く

示された情報を基に、

表から必要な数値を読

み取って式に表し、基

準値を超えるかどうか

を判断できるかどうか

をみる 無解答率とその比較

除数が小数である場合

の除法の計算をするこ

とができるかどうかを

みる
無解答率とその比較

４

（３）

家から学校までの道

のりが等しく、か

かった時間が異なる

二人の速さについ

て、どちらが速いか

を判断し、そのわけ

を書く

道のりが等しい場合の

速さについて、時間を

基に判断し、その理由

を言葉や数を用いて記

述できるかどうかをみ

る 無解答率とその比較

記号の意味
恵庭市の正答率が…　◎80％以上　　○60％～79％　　●50％～59％　　・49％以下

比較先よりも平均正答率が…△上回る　　◇やや上回る　　≒ほぼ同程度　　◆やや下回る　　▼下回る
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④ 中学校 国語                      解答時間５０分・設問数１５問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊中学校国語 分野別（領域・問題形式別）平均正答率の状況  

 

 

 

恵庭市

国と比較

全国(公立)

道と比較

全道(公立)

前回実施

国と比較

道と比較 ≒

≒

44.1%

≒

61.8%

≒

47.9%

≒

47.6%

読むこと
言葉の特徴や使

い方に関する事

項

58.6% 61.2%

・

≒

45.5%

≒

話すこと
聞くこと

書くこと 読むこと 選択式問題 短答式問題 記述式問題

≒

61.0%

≒

○

≒

● ○ ・ ○

R6

≒

58.8%

≒

58.5%

≒

65.3%

≒

64.0%
話すこと
聞くこと

書くこと

59.5% 74.8%

選択式問題 短答式問題
情報の扱い方に

関する事項

我が国の言語文

化に関する事項

59.2% 59.6% 75.6%

◇ ≒ ≒

60.8%

R5
(前回)
※参考

≒

≒

問題形式別正答率領域別正答率

言葉の特徴や使

い方に関する事

項

情報の扱い方に

関する事項

我が国の言語文

化に関する事項

○ ● ○

≒ ≒ ≒

記述式問題

◇

≒

◇

◇

≒

≒

≒

≒ ◇

◇

◇

◇

◇

◇

 

・各領域の平均正答率は、全国とほぼ同程度となっており、全道とは「言葉の特徴や使い方に関する事

項」でやや上回った。 

・「記述式問題」は、全国の平均正答率とほぼ同程度ではあるが、「選択式問題」「短答式問題」に比

べると正答率自体が低い状況となっている。 

記号の意味
恵庭市の正答率が…　◎80％以上　　○60％～79％　　●50％～59％　　・49％以下

比較先よりも平均正答率が…△上回る　　◇やや上回る　　≒ほぼ同程度　　◆やや下回る　　▼下回る

＊全国平均正答率を１００とした時の恵庭市

平均正答率（レーダーチャート） 
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＊正答数の分布状況（横軸：正答数、縦軸：生徒全体に占める割合） 

 

＊恵庭市における設問別結果の概要 

 

＊主な設問別結果一覧 

 

 

話すこと・聞くこと 0 / 3問 選択式問題 1 / 9問

書くこと 0 / 2問 短答式問題 0 / 3問

読むこと 0 / 4問 記述式問題 0 / 3問

言葉の特徴や使い方 1 / 3問

情報の扱い方 0 / 2問

我が国の言語文化 0 / 1問

話すこと・聞くこと 1 / 3問 選択式問題 0 / 9問

書くこと 0 / 2問 短答式問題 0 / 3問

読むこと 0 / 4問 記述式問題 1 / 3問

言葉の特徴や使い方 0 / 3問

情報の扱い方 0 / 2問

我が国の言語文化 0 / 1問

話すこと・聞くこと 0 / 3問 選択式問題 1 / 9問

書くこと 1 / 2問 短答式問題 0 / 3問

読むこと 0 / 4問 記述式問題 0 / 3問

言葉の特徴や使い方 0 / 3問

情報の扱い方 0 / 2問

我が国の言語文化 0 / 1問

1問

全国の正答率を
３ﾎﾟｲﾝﾄ以上上回った設問

1問

全国の正答率を
３ﾎﾟｲﾝﾄ以上下回った設問

1問

全１５問中 （領域別内訳） （形式別内訳）

無解答率が
10％以上の設問

正答率 比較 正答率 比較

言葉の特徴や使い方

に関する事項

選

択 ● 54.9% ◇ 55.2% ◇

1.1% 1.8% -0.7 2.4% -1.3

全国(公立) 全道(公立)設問

番号
設問の概要 出題の趣旨

分野(学習指導要領

上の「領域」等)

形

式

恵庭市

正答率

★恵庭市の正答率が全国の正答率を３ポイント以上上回った設問

４一

短歌に用いられている

表現の技法を説明した

ものとして適切なもの

を選択する

表現の技法について

理解しているかどう

かをみる

無解答率とその比較

記号の意味
恵庭市の正答率が…　◎80％以上　　○60％～79％　　●50％～59％　　・49％以下

比較先よりも平均正答率が…△上回る　　◇やや上回る　　≒ほぼ同程度　　◆やや下回る　　▼下回る
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正答率 比較 正答率 比較

話すこと・聞くこと
記

述 ・ 44.7% ▼ 42.9% ◆

8.5% 9.9% -1.4 10.7% -2.2

書くこと
記

述 ・ 49.3% ≒ 46.9% ≒

15.5% 15.0% 0.5 18.2% -2.7

３四

表現を工夫して物語の

最後の場面を書き、工

夫した表現の効果を説

明する

表現の効果を考えて

描写するなど、自分

の考えが伝わる文章

になるように工夫す

ることができるかど

うかをみる 無解答率とその比較

全国(公立) 全道(公立)設問

番号
設問の概要 出題の趣旨

分野(学習指導要領

上の「領域」等)

形

式

恵庭市

正答率

★恵庭市の無解答率が１０％以上になった設問

★恵庭市の正答率が全国の正答率を３ポイント以上下回った設問

１四

話合いの話題や発言を

踏まえ、「これからど

のように本を選びたい

か」について自分の考

えを書く

話合いの話題や展開

を捉えながら、他者

の発言と結び付けて

自分の考えをまとめ

ることができるかど

うかをみる 無解答率とその比較

記号の意味
恵庭市の正答率が…　◎80％以上　　○60％～79％　　●50％～59％　　・49％以下

比較先よりも平均正答率が…△上回る　　◇やや上回る　　≒ほぼ同程度　　◆やや下回る　　▼下回る
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⑤ 中学校 数学                      解答時間５０分・設問数１６問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊中学校数学 分野別（領域・問題形式別）平均正答率の状況  

 

 

 

恵庭市

国と比較

全国(公立)

道と比較

全道(公立)

前回実施

国と比較

道と比較

数と式 図形 関数 資料の活用

◆

51.1%

≒

54.5%

○

40.3%

記述式問題

≒

≒

≒

◆

選択式問題

≒

◆

R6

領域別正答率 問題形式別正答率

数と式 図形 関数 データの活用 選択式問題 短答式問題 記述式問題

48.4%

・

≒

≒

39.3%

・

67.0%58.5%

●

≒ ≒

R5
(前回)
※参考

・

◆

≒

29.3%

27.8%

○

≒

65.4%

≒

57.1%

≒

60.7%

≒

59.7%

●

≒

55.5%

≒

≒

≒

短答式問題

≒

◆

≒

≒

◆

▼

記号の意味
恵庭市の正答率が…　◎80％以上　　○60％～79％　　●50％～59％　　・49％以下

比較先よりも平均正答率が…△上回る　　◇やや上回る　　≒ほぼ同程度　　◆やや下回る　　▼下回る

 

・各領域等の平均正答率は、「数と式」「記述式問題」で全国をやや下回っており、その他はほぼ同程

度であった。 

・「記述式問題」では５問全てが無回答率１０％を超えており、そのうち３問では無回答率が３０％を

超えるなど、数学的な表現を用いて、事柄が成り立つ理由を説明することが苦手な生徒が多い。 

＊全国平均正答率を１００とした時の恵庭市

平均正答率（レーダーチャート） 
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＊正答数の分布状況（横軸：正答数、縦軸：生徒全体に占める割合） 

 

＊恵庭市における設問別結果の概要 

 

 

＊主な設問別結果一覧 

 

 

 

数と式 0 / 5問 選択式問題 0 / 5問

図形 0 / 3問 短答式問題 1 / 6問

関数 0 / 4問 記述式問題 0 / 5問

データの活用 1 / 4問

数と式 2 / 5問 選択式問題 0 / 5問

図形 0 / 3問 短答式問題 1 / 6問

関数 0 / 4問 記述式問題 2 / 5問

データの活用 1 / 4問

数と式 3 / 5問 選択式問題 0 / 5問

図形 1 / 3問 短答式問題 1 / 6問

関数 1 / 4問 記述式問題 5 / 5問

データの活用 1 / 4問

1問

全国の正答率を
３ﾎﾟｲﾝﾄ以上下回った設問

3問

無解答率が
10％以上の設問

6問

全１５問中 （領域別内訳） （形式別内訳）

全国の正答率を
３ﾎﾟｲﾝﾄ以上上回った設問

正答率 比較 正答率 比較

データの活用
短

答 ○ 74.3% ◇ 73.8% ◇

5.1% 5.8% -0.7 6.9% -1.8

全国(公立) 全道(公立)設問

番号
設問の概要 出題の趣旨

分野(学習指導要領

上の「領域」等)

形

式

恵庭市

正答率

★恵庭市の正答率が全国の正答率を３ポイント以上上回った設問

７

（１）

障害物からの距離が１０ｃｍ

より小さいことを感知して止

まる設定にした車型ロボット

について実験した結果を基

に、１０ｃｍの位置から進ん

だ距離の最頻値を求める

与えられたデータか

ら最頻値を求めるこ

とができるかどうか

をみる

無解答率とその比較

記号の意味
恵庭市の正答率が…　◎80％以上　　○60％～79％　　●50％～59％　　・49％以下

比較先よりも平均正答率が…△上回る　　◇やや上回る　　≒ほぼ同程度　　◆やや下回る　　▼下回る
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正答率 比較 正答率 比較

数と式
短

答 ・ 34.8% ◆ 31.4% ≒

15.5% 14.3% 1.2 17.2% -1.7

数と式
記

述 ・ 41.8% ◆ 39.5% ≒

32.0% 29.6% 2.4 32.8% -0.8

データの活用
記

述 ・ 25.9% ◆ 24.4% ◆

31.6% 29.4% 2.2 33.7% -2.1

数と式
記

述 ・ 35.9% ◆ 34.5% ≒

27.1% 23.5% 3.6 26.9% 0.2

関数
記

述 ・ 17.1% ≒ 16.2% ≒

19.3% 16.4% 2.9 20.7% -1.4

図形
記

述 ・ 25.8% ≒ 24.5% ≒

36.6% 33.6% 3.0 37.6% -1.0

無解答率とその比較

全国(公立) 全道(公立)設問

番号
設問の概要 出題の趣旨

分野(学習指導要領

上の「領域」等)

形
式

恵庭市
正答率

★恵庭市の正答率が全国の正答率を３ポイント以上下回った設問

1

ｎを整数とするとき、

連続する二つの偶数

を、それぞれｎを用い

た式で表す

連続する二つの偶数

を、文字を用いた式

で表すことができる

かどうかをみる
無解答率とその比較

６

（３）

正四面体の各頂点に○

を、各辺に□をかいた

図において、○に入れ

た整数の和と□に入る

整数の和について予想

できることを説明する

統合的・発展的に考

え、成り立つ事柄を

見いだし、数学的な

表現を用いて説明す

ることができるかど

うかをみる 無解答率とその比較

７

（２）

車型ロボットについて「速さ

が段階１から段階５まで、だ

んだん速くなるにつれて、１

０ｃｍの位置から進んだ距離

が長くなる傾向にある」と主

張することができる理由を、

５つの箱ひげ図を比較して説

明する

複数の集団のデータ

の分布の傾向を比較

して読み取り、判断

の理由を数学的な表

現を用いて説明する

ことができるかどう

かをみる

★上記以外で、恵庭市の無解答率が１０％以上になった設問

６

（２）

正三角形の各頂点に○

を、各辺に□をかいた

図において、□に入る

整数の和が○に入れた

整数の和の２倍になる

ことの説明を完成する

目的に応じて式を変

形したり、その意味

を読み取ったりし

て、事柄が成り立つ

理由を説明すること

ができるかどうかを

みる 無解答率とその比較

８

（２）

１８Ｌの灯油を使いきるまで

の「強」の場合と「弱」の場

合のストーブの使用時間の違

いがおよそ何時間になるかを

求める方法を、式やグラフを

用いて説明する

事象を数学的に解釈

し、問題解決の方法

を数学的に説明する

ことができるかどう

かをみる
無解答率とその比較

９

（１）

点Ｃを線分ＡＢ上にと

り、線分ＡＢについて

同じ側に正三角形ＰＡ

ＣとＱＣＢをつくると

き、ＡＱ＝ＰＢである

ことを、三角形の合同

を基にして証明する

筋道を立てて考え、

証明することができ

るかどうかをみる

無解答率とその比較
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３ 「生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査」調査結果 

（１）小・中学校児童生徒質問紙調査結果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア．生活習慣 

 

【規則正しい生活】「朝食を毎日食べている」と答えた割合は、小・中学校ともに９割を超えてお

り、小学校は全道・全国よりも低いが、中学校では昨年度より 3.4 ポイント高い。「毎日、同じく

らいの時刻に寝ている」と答えた割合は、小学校では全道・全国よりも低く昨年度よりも４ポイン

ト程度低い。中学校では全道・全国よりも高く、昨年度よりも 5.5 ポイント高い。「毎日、同じく

らいの時刻に起きている」と答えた割合は、小・中学校ともに全道・全国より低いが、中学校では

昨年度よりも高い。規則正しい生活を送る子どもの割合は、昨年度に比べ中学校が改善傾向にある

が、小学校は下降傾向にある。小・中学校ともに、安定したリズムになるよう、家庭と学校が協力

しながら指導を継続する必要がある。 

 

【家庭での ICT 機器の活用、ルール等】学校から貸し出されているタブレット端末は、家庭学習で

の活用が進んできている。家庭にある PC 等を含め、効果的な活用について学校と家庭が協力して

指導することが望ましい。ゲーム等に費やす時間は、全国よりも若干多いが、全道との比較では少

ない。スマホ等の使い方のルールについては、特に小学校において改善する必要がある。北海道教

育委員会では、学習以外でメディアに触れる時間を１日２時間以内とする目安を公表しているた

め、指導の参考としたい。 

 

回答率 比較 回答率 比較

小６ 90.5% 92.0% -1.5 93.7% -3.2

中３ 92.1% 89.3% 2.8 91.2% 0.9

小６ 78.5% 82.0% -3.5 82.9% -4.4

中３ 81.0% 79.3% 1.7 80.7% 0.3

小６ 89.6% 91.0% -1.4 91.6% -2.0

中３ 91.8% 92.3% -0.5 92.5% -0.7

小６ 17.3% 21.2% -3.9 19.8% -2.5

中３ 16.4% 17.0% -0.6 16.6% -0.2

小６ 49.2% 55.6% -6.4 49.2% 0.0

中３ 49.2% 52.2% -3.0 48.9% 0.3

小６ 38.3% 39.3% -1.0 33.8% 4.5

中３ 60.1% 61.1% -1.0 55.9% 4.2

小６ 68.6% 72.3% -3.7 71.1% -2.5

中３ 73.8% 72.8% 1.0 72.2% 1.6

全国(公立)全道(公立)

「している」「どちらかと

いえば、している」

ア．生活習慣に関する質問

2 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

学年

1 朝食を毎日食べていますか
「している」「どちらかと

いえば、している」

質問

番号
質問事項

回答率に
含まれる

回答の範囲

3 毎日、同じくらいの時刻に起きていますか
「している」「どちらかと

いえば、している」

恵庭市
回答率

4
学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当
たりどれくらいの時間、PC・タブレットなどのＩＣＴ機器を、勉強
のために使っていますか（遊びなどの目的に使う時間は除く）

「１時間以上」

7
携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について、
家の人と約束したことを守っていますか

「きちんと守っている」

「だいたい守っている」

5
普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テ
レビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話
やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか

「2時間以上」

6

普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、携
帯電話やスマートフォンでSNSや動画視聴などをしますか（携
帯電話やスマートフォンを使って学習する時間やゲームをす
る時間は除く）

「2時間以上」

【参考】道教委リーフレット「時間の目安を決めて子どもの生活リズムを整える！」 

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gks/164317.html 
    ※記載したウェブサイトのアドレスは、令和７年 1 月現在のものです。 
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イ．自分やまわりへの意識 

 

【自己肯定感】「自分にはよいところがある」と答えた割合は、小・中学校ともに全道・全国とほ

ぼ同程度であり、昨年度よりも若干高い。自己肯定感については、「先生がよいところを認めてく

れる」という質問項目と特に関係が深いが、小学校においては、日ごろからの深い児童理解をもと

に、さらに意識した声かけが求められる。また、「先生や学校にいる大人にいつでも相談できる」

と答えた割合が、小・中学校ともに全道・全国を顕著に下回っており、困ったときは相談できると

いった意識を一層高めることが求められる。 

【挑戦心】「将来の夢や目標を持っている」と答えた割合は、小・中学校ともに全道・全国よりも

若干低いが、中学校は昨年度よりも約５ポイント高い。将来の夢や目標を持ち、チャレンジする気

持ちは学校生活だけでなく、将来にわたり重要であることから、「キャリア・パスポート」等も活

用したキャリア教育で、夢や目標の設定、そこに向かって努力することの大切さを引き続き指導し

ていく必要がある。 

 ※「キャリア・パスポート」とは・・・児童生徒が、小学校から高等学校までのキャリア教育に 

関わる諸活動において、学級活動及びホームルーム活動を中心として、自らの学習状況やキャ

リア形成について見通したり振り返ったりすることで、自身の変容や成長を自己評価し、目標

を設定できるよう工夫されたポートフォリオ（書類ケースという意味）。 

【親切心・友人関係】「いじめはいけない」と答えた割合は、全道・全国とほぼ同程度になってい

るが、100％を目指したい。「人が困っているときは、進んで助ける」と答えた割合は、全道・全

国よりも低い。「自分と違う意見について考えるのは楽しい」と答えた割合は、中学校が全道より

も若干高いが、概ね全道・全国よりも低い傾向にある。他者への関心や思いやりに関わる部分であ

り、協働的な学びにもつながる部分であるため、大事に育てていきたい。 

回答率 比較 回答率 比較

小６ 82.7% 82.4% 0.3 84.1% -1.4

中３ 83.0% 83.0% 0.0 83.3% -0.3

小６ 87.4% 88.8% -1.4 89.9% -2.5

中３ 91.9% 90.4% 1.5 90.4% 1.5

小６ 81.5% 81.6% -0.1 82.4% -0.9

中３ 64.3% 65.4% -1.1 66.3% -2.0

小６ 89.7% 92.6% -2.9 92.7% -3.0

中３ 86.0% 89.2% -3.2 90.1% -4.1

小６ 97.1% 97.3% -0.2 96.7% 0.4

中３ 97.2% 95.9% 1.3 95.7% 1.5

小６ 59.0% 64.3% -5.3 67.1% -8.1

中３ 59.5% 64.2% -4.7 67.5% -8.0

小６ 72.0% 74.4% -2.4 75.8% -3.8

中３ 74.7% 74.0% 0.7 76.2% -1.5

全国(公立)

イ．自分やまわりへの意識に関する質問

11 将来の夢や目標を持っていますか
「当てはまる」「どちらか

といえば、当てはまる」

9 自分には、よいところがあると思いますか
「当てはまる」「どちらか

といえば、当てはまる」

全道(公立)質問

番号
質問事項

回答率に
含まれる

回答の範囲

学年
恵庭市
回答率

10 先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか
「当てはまる」「どちらか

といえば、当てはまる」

14
困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつで
も相談できますか

「当てはまる」「どちらか

といえば、当てはまる」

17 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか
「当てはまる」「どちらか

といえば、当てはまる」

12 人が困っているときは、進んで助けていますか
「当てはまる」「どちらか

といえば、当てはまる」

13 いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか
「当てはまる」「どちらか

といえば、当てはまる」
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ウ．家庭学習・学習環境 

 

【主体的な学習態度】「自分で学び方を考え、工夫する」と答えた割合は、小学校では全道・全国

よりも若干低いが、中学校は全道よりも若干高い。学校では、自分に必要な学習内容や自分に合っ

た学習方法を考え実践するといった「主体的な学習態度」を大事にしている。授業や家庭学習をは

じめとした、「学ぶ姿勢」の一つとして今後も育成していくことが求められる。 

【家庭学習の時間】市教委では、家庭学習の時間の目安を小１から数えた学年×10 分＋10 分とし

ており、小学校 6 年生では 70 分、中学校 3 年生では 100 分になる。「平日に 1 時間以上学校以

外で勉強している」と答えた割合は、小・中学校ともに全国より顕著に低い。昨年度との比較で

は、小学校は同程度、中学校で約４ポイント低い。「休日に 1 時間以上勉強している」と答えた割

合は、小・中学校ともに全道・全国より低く、昨年度との比較では、小学校では約２ポイント低

く、中学校は約１ポイント高い。今年度の調査では「普段、１日あたり２時間以上 SNS・動画視聴

をする」と回答した割合が小・中学校ともに全国より高かったことから、「主体的な学習態度」と

いった視点からも、家庭での時間の使い方について、自分自身でよく考え改善することができるよ

うに、家庭と学校が協力して指導することが求められる。 

【学習環境等】今年度の調査では、「読書は好きですか」といった読書に関する質問項目がなく、

これまでの調査結果との比較や状況等の傾向を知ることができない。関係する質問項目としては、

昨年度から設けられている「家庭にある本の冊数」と「新聞の購読」についてであり、学習環境の

一つと考えられる。「家庭に１０１冊以上の本がある」と答えた割合は、小・中学校ともに全道・

全国より高い。「新聞を週１回以上読んでいる」と答えた割合は、小・中学校ともに全道・全国と

ほぼ同程度であった。インターネットなどの情報化が進展する中、情報収集や知識の獲得方法は多

岐にわたり、変化してきている。そのような中で、本や新聞の良さも踏まえることも大切である。

市内小・中学校では、市立図書館との連携による学校図書館の蔵書の充実を図り、保護者やボラン

ティアの協力による読み聞かせや、朝読書等の活動を実施しているが、家庭での読書時間は年々減

少している結果となっている。恵庭市は「読書のまちづくり」を掲げ、「恵庭市人とまちを育む読

書条例」を平成 25 年度から施行し、本と触れ合うための様々な施策を実施していることから、引

き続き力を入れていきたい。 

回答率 比較 回答率 比較

小６ 78.5% 79.8% -1.3 80.7% -2.2

中３ 76.8% 76.2% 0.6 78.6% -1.8

小６ 47.8% 52.4% -4.6 54.6% -6.8

中３ 57.0% 57.0% 0.0 64.3% -7.3

小６ 44.0% 48.2% -4.2 48.6% -4.6

中３ 58.3% 58.9% -0.6 63.0% -4.7

小６ 38.6% 33.9% 4.7 31.9% 6.7

中３ 33.6% 32.7% 0.9 28.3% 5.3

小６ 10.6% 10.2% 0.4 11.6% -1.0

中３ 6.7% 7.3% -0.6 7.3% -0.6

ウ．学習習慣、学習環境等に関する質問

20
分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学
び方を考え、工夫することはできていますか

「できている」「どちらか

といえば、できている」

全国(公立)質問

番号
質問事項

回答率に
含まれる

回答の範囲

学年
恵庭市
回答率

全道(公立)

週１回以上読んでいる

21

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当
たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強してい
る時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネッ
トを活用して学ぶ時間も含む）

1時間以上している

23
あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか（雑誌、
新聞、教科書は除く）

101冊以上

22

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくら
いの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家
庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用し
て学ぶ時間も含む）

1時間以上している

24 新聞を読んでいますか
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エ．ICT 機器の活用 

 

【授業におけるＩＣＴ機器の使用頻度】「授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、週３回

以上使用した」と答えた割合は、小学校では全道よりも若干低いが全国よりも高く、昨年度よりも

4.6 ポイント低い。中学校では全道・全国を大きく上回ったと同時に、昨年度よりも 9.4 ポイント

高い。年度により使用頻度が変化しているが、より効果的な活用を求めて実践している結果と推測

される。今後も、多様な情報から考えを広げる学習において、データの処理や視覚化、互いの考え

や意見の共有など、ICT を効果的に使うことにより、学びの質を高め、深い学びにつなげることが

求められる。 

【ＩＣＴ機器使用の成果】質問項目２８（１～７）は、「児童生徒が実際にどのように使い、どの

ような成果を感じたか」について、主に「自分に合った学習」や「多様な人たちと協働した学習」

を視点とした質問である。中学校は、「分かりやすく伝える」以外は、全道・全国とほぼ同程度で

あったが、小学校は、「自分のペースで」「楽しみながら」「分かりやすく伝える」「考えを共

有・比較」といった部分がやや低い。「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業づくりに

おいて、重要な要素となる部分なので、今後も活用内容・方法の工夫と改善を進めたい。 

※GIGA スクール構想：令和元年に開始された、全国の児童・生徒１人ひとりにコンピュータを整

備（１人１台端末）し、高速ネットワークを整備する文部科学省の取り組み。恵庭市においては、

令和３年度から１人１台端末の整備を開始し、令和４年８月に完了した。必要な資質・能力を一人

ひとりの児童生徒に育成するために、１人１台端末は重要な教育環境とされている。 

 

回答率 比較 回答率 比較

小６ 65.6% 68.1% -2.5 59.5% 6.1

中３ 80.5% 68.3% 12.2 64.4% 16.1

小６ 83.0% 86.4% -3.4 85.5% -2.5

中３ 81.3% 79.7% 1.6 80.2% 1.1

小６ 92.1% 93.5% -1.4 92.1% 0.0

中３ 94.0% 94.7% -0.7 93.9% 0.1

小６ 83.8% 86.1% -2.3 86.0% -2.2

中３ 83.6% 81.6% 2.0 82.4% 1.2

小６ 89.0% 90.0% -1.0 89.8% -0.8

中３ 88.4% 88.5% -0.1 89.0% -0.6

小６ 75.0% 78.7% -3.7 79.2% -4.2

中３ 74.6% 74.7% -0.1 77.7% -3.1

小６ 83.8% 87.0% -3.2 86.1% -2.3

中３ 87.0% 84.8% 2.2 86.2% 0.8

小６ 85.6% 87.3% -1.7 87.1% -1.5

中３ 84.7% 83.8% 0.9 85.2% -0.5

全国(公立)質問

番号
質問事項

回答率に
含まれる

回答の範囲

学年
恵庭市
回答率

全道(公立)

28
(2)

これまでの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用す
ることについて～分からないことがあった時に、すぐ調べるこ
とができましたか

「とてそう思う」「そう思

う」

エ．ＩＣＴ機器の使用に関する質問

27
これまでに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、ど
の程度使用しましたか

週３回以上

28
(1)

これまでの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用す
ることについて～自分のペースで理解しながら学習を進める
ことができましたか

「とてそう思う」「そう思

う」

28
(3)

これまでの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用す
ることについて～楽しみながら学習を進めることができました
か

「とてそう思う」「そう思

う」

28
(4)

これまでの学習の中で、PC・タブレットなどのICT機器を活用
することについて～画像や動画、音声等を活用することで学
習内容がよく分かりましたか

「とてそう思う」「そう思

う」

28
(7)

これまでの学習の中で、PC・タブレットなどのICT機器を活用
することについて～友達と協力しながら学習を進めることがで
きましたか

「とてそう思う」「そう思

う」

28
(5)

これまでの学習の中で、PC・タブレットなどのICT機器を活用
することについて～自分の考えや意見を分かりやすく伝えるこ
とができましたか

「とてそう思う」「そう思

う」

28
(6)

これまでの学習の中で、PC・タブレットなどのICT機器を活用
することについて～友達と考えを共有したり比べたりしやすく
なりましたか

「とてそう思う」「そう思

う」
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オ．「主体的・対話的で深い学び」について 

 

【主体的・対話的で深い学び】現学習指導要領において、児童生徒に必要な資質・能力を育成する

ために、「主体的・対話的で深い学び」の実現が授業改善の視点として示された。個々の特性等に

合った多様な方法で学習を進めるといった「個別最適な学び」と、多様な人たちと協働しながら学

習を行うといった「協働的な学び」を一体的に充実させることが重要とされている。 

【主体的な学び】質問項目の 30、34、35 は、主に「学ぶことに興味や関心を持ち、見通しを持

って粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる」といったことに関する内容で

ある。中学校は全国よりも若干低い部分はあるが、ほぼ同程度といえる。小学校は、どの項目も全

道・全国より若干低い。特に、「学習した内容について、分かった点や、よくわからなかった点を

見通し次の学習につなげることができている」という項目が全国よりも 4.9 ポイント低く、「振り

返り」等の充実がより一層求められる。 

【対話的な学び・深い学び・協働的な学び】質問項目の 33、37 は、主に「子ども同士の協働、先

生や地域の人との対話などを通じ、自己の考えを広げ深める」や「より深く理解したり、考えを形

成したりする」といったことに関する内容である。中学校は全道・全国よりも若干高いが、小学校

は若干低い部分がある。「協働的な学び」の場面が中心になると考えられるので、なお一層、「対

話」を重視した授業改善を進めたい。 

【個別最適な学び】質問項目の 32 は「自分に合った教え方、教材、学習時間」、36 は「理解して

いないところについて分かるまで教えてくれている」といった内容から、授業における一種の満足

度に関わる内容と思われる。小学校で若干全道・全国よりも低い部分はあるが、小・中学校ともに

全道・全国とほぼ同程度であり、教師による丁寧な指導や学習方法等に対する一定程度の満足感が

うかがえる。資質・能力の育成や学習意欲の向上等に直接的に関わる部分と思われることから、今

後も、大事にしたい内容と考える。 

回答率 比較 回答率 比較

小６ 81.0% 81.4% -0.4 81.9% -0.9

中３ 80.5% 78.7% 1.8 80.3% 0.2

小６ 84.6% 84.1% 0.5 84.3% 0.3

中３ 80.8% 79.2% 1.6 80.9% -0.1

小６ 86.5% 86.7% -0.2 86.3% 0.2

中３ 86.8% 86.2% 0.6 86.1% 0.7

小６ 75.9% 79.5% -3.6 80.8% -4.9

中３ 76.1% 74.7% 1.4 77.9% -1.8

小６ 82.4% 82.7% -0.3 83.7% -1.3

中３ 78.7% 76.7% 2.0 79.0% -0.3

小６ 87.2% 86.7% 0.5 87.9% -0.7

中３ 86.0% 84.7% 1.3 84.9% 1.1

小６ 90.7% 91.2% -0.5 91.6% -0.9

中３ 93.5% 92.3% 1.2 92.3% 1.2

30
これまでに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいましたか

「当てはまる」「どちらか

といえば当てはまる」

質問

番号
質問事項

回答率に
含まれる

回答の範囲

全国(公立)

オ．主体的・対話的で深い学びに関する質問

学年
恵庭市
回答率

全道(公立)

32
これまでに受けた授業は、自分に合った教え方、教材、学習
時間などになっていましたか

「当てはまる」「どちらか

といえば当てはまる」

33
学級の友達/生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考
えを深めたり、新たな考え方に気づいたりすることができてい
ますか

「当てはまる」「どちらか

といえば当てはまる」

34
学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった
点を見通し、次の学習につなげることができていますか

「当てはまる」「どちらか

といえば当てはまる」

37
授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、
お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいますか

「当てはまる」「どちらか

といえば当てはまる」

35
授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えた
り、生かしたりすることができると思いますか

「当てはまる」「どちらか

といえば当てはまる」

36
先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないと
ころについて、分かるまで教えてくれていると思いますか

「当てはまる」「どちらか

といえば当てはまる」
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カ．教科（国語・算数/数学・理科・英語）について 

 

【国語】「国語の勉強が好き」と答えた割合は、小学校は全道・全国より４ポイント以上低く、昨

年度よりも約２ポイント低い。中学校は全道・全国より高いが、昨年度よりも 8.8 ポイント低く、

下降傾向を示している。「国語の授業の内容がよく分かる」と答えた割合は、小学校は全道・全国

より若干低いが、昨年度よりも約１ポイント高い。中学校は全道・全国よりも高いが、昨年度より

も１ポイント低い。 

【算数/数学】「算数/数学の勉強が好き」と答えた割合は、小・中学校ともに全道・全国よりも低

く、特に、中学校では、全国よりも 11 ポイント低い。また、昨年度よりも小学校で 3.8 ポイン

ト、中学校で 6.4 ポイント低い。「算数/数学の授業の内容がよく分かる」と答えた割合は、小学

校では全道より２.7 ポイント高く、全国よりも 1.1 ポイント低い。中学校は全道・全国より低いが

昨年度よりも 2.5 ポイント高い。中学校は「好き」は全国よりも顕著に低く、下降傾向にあるが、

「分かる」は改善傾向にある。学力調査において、算数/数学に課題が見られることもあり、児童生

徒が、「好き」「分かる」といった実感を持って学習に取り組むことができるように、今後もより

一層授業改善を進めたい。 

【理科】「理科の勉強が好き」と答えた割合は、小・中学校ともに、全道・全国よりおおむね高

い。他の質問では、「理科に関する疑問を持ったり問題を見出したりすることがある」「自分の予

想をもとに観察や実験の計画を立てている」と答えた割合が小・中学校ともに全道・全国よりも高

く、理科の勉強を好きと感じている割合の多さに結びつているものと推察される。なお、今年度は

理科の学力調査はなかった。 

【英語】英語に関する質問は小学校のみであった。「英語の勉強が好き」、「英語の授業の内容が

よく分かる」と答えた割合は、全道・全国より高いが、「好き」と答えた割合は、昨年度よりも

3.4 ポイント低い。音声中心の小学校の英語の授業においては、「楽しさ」も大事な要素となるこ

とを踏まえて、授業づくりを進めたい。 

回答率 比較 回答率 比較

42 小６ 57.6% 61.9% -4.3 62.0% -4.4

42 中３ 67.9% 67.5% 0.4 64.3% 3.6

44 小６ 85.7% 85.8% -0.1 86.3% -0.6

44 中３ 88.1% 85.0% 3.1 82.7% 5.4

50 小６ 55.5% 57.6% -2.1 61.0% -5.5

50 中３ 46.2% 52.2% -6.0 57.2% -11.0

52 小６ 81.0% 78.3% 2.7 82.1% -1.1

52 中３ 72.1% 73.0% -0.9 75.7% -3.6

58 小６ 88.4% 85.7% 2.7 83.6% 4.8

58 中３ 67.7% 64.5% 3.2 68.3% -0.6

61 小６ 71.4% 70.2% 1.2 69.3% 2.1

61

63 小６ 79.3% 79.0% 0.3 78.3% 1.0

61

国語の勉強は好きですか
「当てはまる」「どちらか

といえば、当てはまる」

国語の授業の内容はよく分かりますか
「当てはまる」「どちらか

といえば、当てはまる」

全国(公立)

カ．教科（国語・算数/数学・理科・英語】に関する質問

質問

番号
質問事項

回答率に
含まれる

回答の範囲

学年
恵庭市
回答率

全道(公立)

英語の授業の内容はよく分かりますか
「当てはまる」「どちらか

といえば、当てはまる」

算数／数学の勉強は好きですか
「当てはまる」「どちらか

といえば、当てはまる」

英語の勉強は好きですか
「当てはまる」「どちらか

といえば、当てはまる」

理科の勉強は好きですか
「当てはまる」「どちらか

といえば、当てはまる」

算数／数学の授業の内容はよく分かりますか
「当てはまる」「どちらか

といえば、当てはまる」
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（２）学校質問紙調査の主な回答結果データ 

 

 

 

回答率 比較 回答率 比較

小 100.0% 86.3% 13.7 87.5% 12.5

中 60.0% 78.8% -18.8 77.3% -17.3

小 62.5% 45.9% 16.6 32.8% 29.7

中 80.0% 40.8% 39.2 28.8% 51.2

小 62.5% 45.3% 17.2 34.1% 28.4

中 80.0% 40.5% 39.5 30.9% 49.1

小 100.0% 92.0% 8.0 88.2% 11.8

中 100.0% 90.7% 9.3 88.4% 11.6

小 100.0% 93.2% 6.8 89.3% 10.7

中 100.0% 87.8% 12.2 85.1% 14.9

小 100.0% 93.3% 6.7 87.4% 12.6

中 100.0% 90.9% 9.1 86.6% 13.4

小 87.5% 51.7% 35.8 35.2% 52.3

中 60.0% 55.3% 4.7 42.2% 17.8

小 100.0% 97.3% 2.7 96.9% 3.1

中 100.0% 98.8% 1.2 95.4% 4.6

小 100.0% 97.9% 2.1 96.2% 3.8

中 100.0% 95.8% 4.2 94.8% 5.2

小 100.0% 97.9% 2.1 94.8% 5.2

中 100.0% 88.4% 11.6 84.1% 15.9

52
「当てはまる」「どちらか

といえば、当てはまる」
小 100.0% 83.6% 16.4 74.8% 25.2

54
「よく行った」「どちらか

といえば、行った」
中 80.0% 83.6% -3.6 79.3% 0.7

17

調査対象学年の生徒に対する英語の授業において、前年
度までに、原稿などの準備をすることなく、（即興で）自分の考
えや気持ちなどを英語で伝え合う言語活動を行いましたか

全国(公立)質問

番号
質問事項

回答率に
含まれる

回答の範囲

学校
恵庭市
回答率

全道(公立)

A．学校運営に関する質問

「よく行った」「どちらか

といえば、行った」

B．授業改善に関する質問

「よく行った」「どちらか

といえば、行った」

調査対象学年の児童/生徒は，授業では，課題の解決に向
けて，自分で考え，自分から取り組むことができていると思い
ますか

「そう思う」「どちらかと

いえば、そう思う」

調査対象学年の児童/生徒に対して，特別の教科 道徳にお
いて，取り上げる題材を児童/生徒自らが自分自身の問題と
して捉え，考え，話し合うような指導の工夫をしていますか

44

調査対象学年の児童に対する国語の授業において、前年
度までに、登場人物の人物像や物語の全体像を具体的に想
像し、表現の効果を考えて読むことができるような指導を行
いましたか

調査対象学年の生徒に対する国語の授業において、前年
度までに、説明的な文章を読み、目的に応じて必要な情報
に着目して要約し、内容を解釈することができるような指導を
行いましたか

ＩＣＴを活用した校務の効率化（事務の軽減）の優良事例を
十分に取り入れていますか

「十分に取り入れてい

る」
11

25

10

34

33

C．教科の指導方法に関する質問

39 「よくしている」

調査対象学年の児童/生徒に対して，前年度までに，授業に

おいて，児童/生徒自ら学級やグループで課題を設定し，そ
の解決に向けて話し合い，まとめ，表現するなどの学習活動
を取り入れましたか

51
調査対象学年の児童/生徒に対する理科の授業において、
前年度までに、自ら考えた（予想や）仮設をもとに、観察、実

験の計画を立てることができるような指導を行いましたか

調査対象学年の児童/生徒に対して，前年度までに，習得・
活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の改善及び
工夫をしましたか

「よく行った」「どちらか

といえば、行った」

「よく行った」「どちらか

といえば、行った」

「よく行った」「どちらか

といえば、行った」

47

調査対象学年の児童/生徒に対する算数/数学の授業にお
いて、前年度までに、問題の答えを求めさせるだけではなく、
どのように考え、その答えになったのかなどについて、児童/
生徒に筋道を立てて説明させるような授業を行いましたか

児童／生徒自ら学級やグループで課題を設定し，その解決
に向けて話し合い，まとめ，表現するなどの学習活動を学ぶ
校内研修を行っていますか

「よくしている」

前年度に，教員が学級の問題を抱えている場合，ともに問題
解決に当たることを行いましたか

「月に数回程度以上

行った」

学校として外国語教育の充実に取り組む上で、必要な情報
や研修、自己研鑽の機会等を十分に設けていますか
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回答率 比較 回答率 比較

54 小 100.0% 70.7% 29.3 60.5% 39.5

58 中 80.0% 57.8% 22.2 52.0% 28.0

56 小 100.0% 97.1% 2.9 93.2% 6.8

60 中 100.0% 94.7% 5.3 90.8% 9.2

58 小 62.5% 68.7% -6.2 55.1% 7.4

62 中 80.0% 61.8% 18.2 51.9% 28.1

68 小 100.0% 79.9% 20.1 64.0% 36.0

72 中 80.0% 84.1% -4.1 69.0% 11.0

70 小 100.0% 87.0% 13.0 88.9% 11.1

74 中 100.0% 85.5% 14.5 84.1% 15.9

71 小 100.0% 99.3% 0.7 96.1% 3.9

75 中 100.0% 91.7% 8.3 91.9% 8.1

73 小 100.0% 92.3% 7.7 87.8% 12.2

77 中 100.0% 88.2% 11.8 82.8% 17.2

調査対象学年の児童/生徒に対して，前年度までに，一人
一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を，授業でど
の程度活用しましたか

「ほぼ毎日」「週3回以

上」

調査対象学年の児童/生徒が自分の考えをまとめ，発表・表
現する場面では，児童/生徒一人一人に配備されたＰＣ・タ
ブレットなどのＩＣＴ機器をどの程度使用させていますか

「ほぼ毎日」「週3回以

上」

教員がコンピュータなどのＩＣＴ機器の使い方を学ぶために必
要な研修機会がありますか

「ある」

D．ＩＣＴを活用した学習に関する質問

全道(公立) 全国(公立)質問

番号
質問事項

回答率に
含まれる
回答の範囲

学校
恵庭市
回答率

F．家庭や地域との連携に関する質問

E．小学校と中学校の連携に関する質問

前年度までに，近隣等の中学校/小学校と，教科の教育課
程の接続や，教科に関する共通の目標設定など，教育課程
に関する共通の取組をどの程度行いましたか

「よく行った」「どちらか

といえば、行った」

調査対象学年の児童/生徒に対して，前年度までに，学校で
は，児童/生徒が行った家庭学習の課題について，その後
の教員の指導改善や児童/生徒の学習改善に生かしました
か

「よく行った」「どちらか

といえば、行った」

コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組によっ
て，学校と地域や保護者の相互理解は深まりましたか

「そう思う」「どちらかと

いえば、そう思う」

G．家庭学習に関する質問

調査対象学年の児童/生徒に対して，前年度までに、家庭
学習の取り組みとして、学校では、家庭での学習方法等を具
体例を挙げながら教えましたか

「よく行った」「どちらか

といえば、行った」
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４ 学力向上アドバイザーより 

 全国学力・学習状況調査は、学校教育の基準である学習指導要領の実現状況を検証し、各学校の教育課

程の編成・実施と日常的な授業のあり方等の改善に役立てるものです。具体的には、小学校６年生と中学

校３年生を対象とした学力調査と学習習慣や学習環境等についての調査、学校に対して行われる学校運営

や授業への取り組み状況等の調査など、多面的な視点から学校運営や教育活動を検証し、組織的・継続的

な改善を図ろうとするものです。 

児童生徒にとっては、将来を切り拓く資質・能力を確実に身に付けることに役立つものといえます。国

や道の結果分析等を踏まえ、恵庭市の小・中学校の学力や学習状況について分析し、報告書としてまとめ

ていますが、各家庭にとっては、お子様が通う学校が示した分析結果と方策が最も具体的で関わりの深い

ものです。学校は「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業を実践し、1人ひとりに合った学習

方法を基盤としながらも、幅広い価値観に触れることで視野を広げたり、考えを深めたりする授業づくり

に努めています。 

令和６年度の石狩管内教育の重点項目は、『「対話」を重視した授業改革』、『ICTを有効に活用した

授業改革』、『誰一人取り残さない３層（伸びしろ層、中間層、定着層）への確実な指導による授業改

革』です。市内すべての小・中学校は、これらの項目を、学校運営の方針や校内研究に位置付けるなどし

て取り組みながら、児童生徒が、各教科等において身に付けた知識及び技能を活用したり、思考力、判断

力、表現力等や学びに向かう力、人間性等を発揮させたりできるように、単に知識を増やすだけではな

く、自ら情報を整理し、知識と経験を基に問題解決のための視点や考え方を身に付けられる学びに力を入

れています。 

令和４年度までに整備された「１人１台端末」により、授業において児童生徒がICTを活用する機会が

増えています。デジタル教科書や学習動画、AIドリル等の活用、さらには情報共有等による対話的な学習

など授業スタイルが年々変化しています。ICT機器によりこれらのツールを効果的に活用し、自分に合っ

た学習方法等で主体的に取り組み、他者との情報の共有や対話等により視点を広げ、様々なことに気づき

を得るといった経験から、自己の考えを深めることが重要となります。 

今年度の学力調査では、恵庭市の児童（小学校6年生）の平均正答率は、全国平均に比べて、国語が

「ほぼ同程度」、算数が「やや下回る」という結果となり、生徒（中学校3年生）の平均正答率は、全国

平均に比べて、国語も数学も「ほぼ同程度」という結果となりました。また、児童生徒質問紙による回答

では、平日にスマホ等で動画視聴を２時間以上するとした割合が、小・中学校ともに全国より４ポイント

以上多く、家庭学習を１時間以上するとした割合は、全国よりも４ポイント以上少ない結果となりまし

た。ICT環境が加速度的に発展している中、家庭における時間の使い方を自律的に考え実行することが必

要であり、ご家庭において支援していただくことが大事です。一人ひとりの子どもが、「理解したこと」

を活用して「できるようになる」ことを目指して取り組んでいますが、その道のりには個人差がありま

す。自分に合った方法、内容、時間等を考え、目標をもって主体的に学習に取り組むことが必要です。 

恵庭市教育委員会では、引き続き教育環境の整備や学習指導への支援などに力を尽くしておりますが、

今後も学校と家庭、地域が一体となって学校教育を進めていくことが、子どもたちの「生きる力」の育成

につながると考えています。 


